
2019_N040300_構造力学.xlsx
２０１９年度 授業シラバスの詳細内容

○基本情報 ○成績評価の指標 ○成績評価基準（合計100点）

科目名（英） 構造力学 （Structural Mechanics ） 到達目標の観点 到達目標
テスト

（期末試験・中
間確認等）

提出物
（レポート・作

品等）

無形成果
（発表・その

他）

①構造物の力のつりあいについて関心を持ち意見を発表で
きる。 20点 20点

単位数 2 配当学年 / 開講期 3 / 前期

ナンバリングコード N20403
大分類 / 難易度
科目分野

航空宇宙工学科 専門科目 / 標準レベル
構造強度

【関心・意欲・態度】

必修・選択区分 必修
【知識・理解】

②  構造物の力のつり合いについて基礎知識が身について
いる。
③  構造物の内力・外力について理解している。

60点

【技能・表現・
　コミュニケーション】

④  構造物の力のつり合について基礎的事項を説明できる。
⑤  構造物の内力・外力について基礎的事項を説明できる。

授業コード N040301 クラス名

担当教員名 稲富　丈夫

地域志向科目 該当しない

履修上の注意、
履修条件

復習を確実に行ってください。
三角関数の公式、微分積分を復習する事を勧めます。

○到達目標に対する到達度の目安、および、成績評価の補足
原則として毎回、講義の最後に授業内容について課題を出します。提出をもって出席に代えます
ので、課題が課されたら、かならず提出してください。達成水準の目安は以下の通りです。
［Ｓレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を満たしている。
［Ａレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をほぼ満たしている。
［Ｂレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をかなり満たしている。
［Ｃレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を一部分満たしている。
授業の中で、適宜質問をします。優れた解答をした者は、記録して加点することがあります。

教科書 指定しない

参考文献及び指定図
書

｢弾性力学入門｣竹園茂男、他３名、森北出版株式会社、｢構造力学Ｉ］嵯峨晃、他３名、コロナ社

関連科目 材料力学１、航空工学演習２、材料力学応用、航空工学実験１

【思考・判断・創造】

④  構造物の力のつり合について基礎的な演習問題を解くこ
とができる。
⑤  構造物の内力・外力について基礎的な演習問題を解くこ
とができる。

実務経験のある教員に
よる授業科目

本授業の構造解析に関する実務経験として三菱重工で航空機開発（MD-11、F-2、C-2、P-1）に従
事。

○授業の目的・概要等 ○備考欄

授業の目的

本講義の目的は、将来有限要素法や境界要素法を駆使して、航空宇宙機の構造解析に取り組
む際の、基礎知識を習得することが目標です。
航空宇宙工学科ディプロマポリシー「航空機や宇宙機器の設計・製造・運航・整備に関して基礎理
論及び知識を体系的に理解している。」に関して，設計で必要な構造力学について学びます。

・6回以上の欠席者には、単位付与しません。

授業の概要

航空機の構造解析を行なう上で基礎となる応力や歪の相互関係および骨組み構造物の解析手
法などについて詳述します。また、各種構造物の近似解法において重要な役割を演じるエネル
ギー法の基本的考え方を詳述します。

授業の運営方法

（１）授業の形式 「講義形式」

（２）複数担当の場合の方式

（３）アクティブ・ラーニング
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科 目 名 ： 構造力学 （Structural Mechanics ） 科 目 名 ： 構造力学 （Structural Mechanics ）
担当教員： 担当教員：

１. ９.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

２. 10.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

３. 11.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

４. 12.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

５. 13.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

６. 14.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

７. 15.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

８. 16.

（約2.0h）
（約2.0h）

２０１９年度 授業シラバスの詳細内容

○授業計画
授業コード：N040301

○授業計画
授業コード：N040301

稲富　丈夫 稲富　丈夫

学修内容 学修内容

構造力学とは？構造物の分類、骨組構造の例、力と釣り合い 先回講義の復習(小テスト解説)。静定ラーメンとその解法について考えます。

予習： シラバスを読んで授業内容を理解すること 予習： 演習問題８
復習： 力の釣り合い式を理解する 復習： 静定ラーメンとその解法

先回講義の復習(小テスト解説)。 構造物に関する基本的な力のつり合いについて考えます。
フリーボディの観念について学ぶ。

先回講義の復習(小テスト解説)。不静定ラーメンとその解法について考えます。
モーメント図、せん断力図、軸力図の描き方を学びます。

予習： 演習問題１ 予習： 演習問題９
復習： 力の釣り合い式を理解する 復習： 演習問題８の回答

先回講義の復習(小テスト解説)。静定ばりの種類と安定性について、考えます。 先回講義の復習(小テスト解説)。不静定ラーメンとその解法について考えます。
モーメント図、せん断力図、軸力図の描き方を学びます。

予習： 演習問題２ 予習： 演習問題１０
復習： 演習問題１の回答 復習： 演習問題９の回答

先回講義の復習(小テスト解説)。静定トラスについて解説します。 先回講義の復習(小テスト解説)。不静定ラーメンとその解法について考えます。
モーメント図、せん断力図、軸力図の描き方を学びます。

予習： 演習問題３ 予習： 演習問題１１
復習： 演習問題２の回答 復習： 演習問題１０の回答

先回講義の復習(小テスト解説)。静定トラスの解法を例題により、理解します。 先回講義の復習(小テスト解説)。エネルギー法を棒部材に具体的に適用してみます。

予習： 演習問題４ 予習： 演習問題１２
復習： 演習問題３の回答 復習： 演習問題１１の回答

先回講義の復習(小テスト解説)。静定トラスの解法（断面法）を理解します。 先回講義の復習(小テスト解説)。カステリアーノの定理について考えます。

予習： 演習問題５、６ 予習： 演習問題１３
復習： 演習問題４の回答 復習： 演習問題１２の回答

中間試験
先回講義の復習(小テスト解説)。力の釣り合いから傾いた面に作用する応力について考えます。
応力、歪に対する座標変換を学びます。

予習： 1回～６回までの講義プリント 予習： 演習問題１４
復習： 中間試験の回答 復習： 演習問題１３、１４の回答

期末試験

復習： 演習問題５、６の回答 復習： 期末試験の回答

中間試験の復習（中間試験の解説）。静定ラーメンとその解法について考えます。

予習： 中間試験の回答 予習： ８回～１５回までの講義プリント


